
②防災訓練などへの積極的な参加を！
　防災訓練は、町が主体で行うものをはじめ、各自治会・町内会、自主防災組織などで実施されてい
ます。
　地域住民同士の交流はもちろん、有事の際の速やかな連携にもつながりますので、そのような機会
には、ぜひご参加ください。

町から防災のお知らせ
①ハザードマップで危険箇所を。
　避難場所マップで避難先を確認したことはありますか？
　　町のホームページ内にある『e 防災センター』では、
　町内における防災情報についてご覧いただけます。
　［URL]　https://www.town.abira.lg.jp/kurashi/bosai

（上図）安平町ホームページ「e 防災センター」

土砂災害警戒区域は町内に点在。自分の生活圏
内に該当区域があるかどうかを知っているのと
知らないとでは、大雨などに見舞われたときに
抱く不安が大きく異なります。

避難場所は町内に64か所。災害の種類によって
開設される場所が異なることもあるので、状況
に合わせた避難が必要になります。

災害は町内にいるときにやって来るとは限らない！災害は町内にいるときにやって来るとは限らない！

自家用車で外出中
　車内にも少しの飲食物
を積んでおくと安心で
す。
　しかし、車中に長時間
いるとエコノミークラス
症候群の恐れも高まるの
で要注意。

仕事で職場滞在中
　動きやすい靴や服を置
いておくことが良いで
しょう。
　ヒールの高い靴やス
カートなどだと、避難の
際の怪我や不自由さを感
じることも。

徒歩などで外出中
　徒歩などでの移動中は、
そう多くの荷物を常に持ち
歩くことはできません。
　思わぬものが万が一の
支えになったり。３ページ
で紹介している、ポーチの
中身などを参考に。

震災から２年を迎えます
～復旧・復興のあゆみ～
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